
人と自然の力で2 1世紀を切り開いてゆく町 「育てる、咲く 、実る 」

＜総合計画とは＞
町のすべての計画の基本となる計画の
ことで、さまざまな分野にわたる事業を一
つの方向性のもとに計画的に進めていく
ためのものです。

基本構想は平成２２年３月策定されまし
た。これを生かし実現するための後期基
本計画を２７年２月に策定しました。

このたびの後期基本計画は平成２７年
度から平成３１年度までの５年間を計画
期間としています。その内容は、前期基
本計画を見直すとともに、諸情勢の変化
を確認しながら、基本構想で目指す町の
将来像の実現を目指す内容としています。

10年間のまちづくり
ビジョンで、将来像
を示すものです。

基本構想の将来像を実現するた
めの方向性を示す5年間の計画
です。

実際に行う施策や事業を具体的に示すもの
です。
※過疎計画とあわせて見直しを行います

＜10年＞

＜5年＞

＜3年＞

日南町の将来像
～創造的過疎のまち～

○町に暮らす人が誇りを持って生活し、子どもたちが、将
来ふる里で生きていきたいと感じられるようなまちづくりを
進めることが重要です。
○日南町に生まれ育った人が、日南町で暮らしてよかっ
た、日南町で一生を全うできてよかったと実感できる暮ら
しの実現を目指します。
○町外の方から選ばれるまちとなる取り組みの実践に努
めます。

長引く景気低迷や過疎高齢化などの課題に対して前向
きな気持ちで取り組み、人口の社会動態の増加による緩
やかな人口減少を実現させる過疎地域、「創造的過疎の
まち」を目指していきます。

平成２７年２月２３日策定

産業の後継者確保
働き盛りの就業の場づくり
産学官連携で研究する産業
奥日野日南町ブランドの地場産業の成長

すべての人が暮らしやすい環境づくり
子どもから大人まで皆が健康
地元消費志向・地産地消
一生現役・老後の就業の場づくり
高齢者の安心・安全の確保
新規居住の流入受け入れ

集客交流の拡大
芸能文化スポーツの活性化
文化後継者の確保
豊かな自然環境の保全と活用
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地域資源を活かした産業の進化

日南町のスタイルを誇りとし、発信する町

安心・安全な暮らしができる町

町の基幹産業である農林業の経営基盤を強化し、農地・山林の保
全に努めるとともに、生産性向上や産品への高付加価値をめざした
取り組みを進めます。

子育て、教育、健康、福祉、安全、便利さ、生活環境など生活全般
の“質”を高め、「住むなら日南町」と感じてもらえるまちづくりをすべ
ての地域・団体が一緒になって進めます。

豊かな自然、守り育まれてきた文化、互いに支え合う心など、心豊かな
生活がおくれる魅力的な町でありつづけるために、みんなが誇りと愛着
を持てる教育や地域づくりに取り組みます。
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基本構想で示した将
来像を実現するため、
それぞれの分野にお
いて住民福祉に関わ
る施策の方向性を、
新たな後期計画とし
て策定します。

基
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い

日南町公式キャラクター
「オッサンショウオ」



３編２章 地域資源を活かした
産業の進化

３編３章 安心・安全な暮らしができる町
３編４章 日南町のスタイルを誇りとし、

発信する町

中心地域整備事業

今後必要となる機能や人材を再
構築し、コンパクトで効率的なまち
づくりに取り組む拠点として、生
山・霞地域の中心地域に道の駅
や農産品加工直売所、住宅等を
整備し、町全体の暮らしを支えて
いくエネルギーを生み出せる環境
を整えます。

地域の課題や対策などを町民
一人ひとりのものとして取り組ん
でいくためにも、住民相互が日常
的に情報交換・情報共有するた
めのさらなる努力が必要です。

行政側からの単なる情報提供で
はなく、住民を動かすエネルギー
となる情報を伝えていくことが大
切です。

ＵＩＪターンの促進や若者等への
支援、交流事業や婚活事業を行
うことで、地域コミュニティや地域
産業の活性化と労働力の確保を
図ります。
町民が自ら楽しむことができる
ようなまちづくりを進めることで、
魅力ある地域社会の形成に努め
ます。

コミ ュニケーシ ョン移住定住対策

子育て支援など町独自の施策
を継続・発展させると共に、積極
的に情報発信していくことで、新
たな町の魅力や町民の自信へと
つなげることが求められます。

地域の魅力の掘り起こしや日南
ブランドのイメージ高揚など、町民
を巻き込みながら取り組んでいく
必要があります。

情 報 発 信

（ ６ 頁 ）

• 地域農業の将来の設計図である「人・農地プラ
ン」に基づき課題解決に取り組みます。

• 農林業研修生制度による農業後継者の育成と
確保を図ります。

• 農林産物直売所を整備活用し、農林産物の生
産拡大、農家所得向上、日南ブランドの普及を
図ります。

◆積極的な農業基盤づくりと、利益や意欲の
向上につながる施策に取り組みます（７頁）

◆森林整備の長期施行システムの構築と担
い手育成を図ります（７頁）

• 新しい担い手の技術的な育成や、経営意欲の
高い林業従事者へ支援します。

• 新たな森林資源の活用や付加価値の高い木材
の販売を推進します。

◆地域の雇用創造と労働力確保にむけた取り組
みを進めます（８頁）

• チャレンジ企業支援事業などを通じて、引き続き
地域企業の支援を行います。

• 地場商品の魅力や情報を積極的に発信します。

◆「地域の元気を町全体で発信」を目指します

• まちづくり協議会同士や関係団体との連携を支
援しながら、町全体を巻き込んで活性化につな
げます。

• メディアを活用した情報提供を工夫し、町の魅
力発信と町民の自信づくりにつなげます。

より具体的に基本構想の実現を目指すため、次の内容に注視しながら取り組みます。

◆安心安全を守る体制整備に努めます（９頁）

• 災害時の対応マニュアルの整備など、地域住民
を巻き込んだ防災訓練を繰り返し行うことで一
層の体制強化に努めます。

◆いつまでもみんなが楽しく笑顔で暮らせるまち
を目指します

• さまざまな分野で保健医療福祉サービスの充実
に努め、いつまでも活躍できるように健康寿命
を延ばしていくことを目指します。 （13～15頁）

• 子育て世代が働きやすい就労環境が広がるよ
うに努めます。 （16頁）

◆保小中一貫教育の取り組みを深めます（17頁）

• 地域と一緒になって確かな学力と生き抜く力の
育成に努めます。

◆地域全体で取り組む生涯学習を継続します

• 引き続き地域の取り組みと連携した学習活動の
支援に取り組みます。

◆情報化、情報発信をさらに進めます（22頁）

• 広報誌をはじめとした広報活動の充実や広聴
事業に努め、行政側の一方的な発信ではなく、
相互の情報の共有化を図ります。

◆着地型観光への発展を目指します（22頁）

• 地域の魅力の掘り起こしや日南ブランドのイ
メージ高揚にオリジナルキャラクターを活用する
など、町民全体を巻き込みながら取り組みます。

• 併せて自然環境や観光資源の保全に取り組み
ます。

◆自然と産業が共生するまちを目指します（23頁）

• 行政をはじめ家庭や企業と連携しながら、これ
からも地域社会全体で循環型社会の推進に取
り組みます。

（頁数は後期計画本文のページです）

（19頁）

（20頁）


